
文部科学省から平成１２・１３年度の２か年に

わたり，産業の振興と技能の継承・発展のた

め，「ものづくり学習振興支援事業」の研究

が，京都府教育委員会に指定された。全国８

地域の一つとして京都府北部の経済・文化の

中心地である福知山市・綾部市の両市が地域

指定された。ものづくりの空洞化がいわれて

いる中，本校の生徒に，ものづくりの楽しさ

を伝える経験豊かな技術者の指導を受けるた

め，学習指導者のデータベースの作成をし，

また，技能・技術を継承・発展させる生徒を

育成したいため，高度な技能・技術をお持ち

の方々を社会人講師としてお招きし，本校で

その研究に取り組んできた。

（１） 振興地域の概要

地域名及び人口（平成１３年１１月１日現在）

福知山市 ６８,３６２人

綾 部 市 ３８,７５１人

地域の特色（産業，地域経済等）として，

福知山市・綾部市は，京都府北部の経済・文

化の中心地であり，京都府立工業高校は福知

山市の長田野工業団地に隣接している。舞鶴

自動車道，京都縦貫自動車道及びJR山陰線，

福知山線の電化等，交通網の整備により京阪

神からの交通の便が大きく改善され，将来の

発展が期待される地域である。２市では，都

２. ものづくり学習振興地域の概要

１. はじめに
市の工場の地方への再配置を主眼とした福知

山市の長田野工業団地，綾部市の綾部工業団

地，などの中丹地域の中核工業団地があり，い

ずれも，豊かな自然環境と調和したクリーン

な工業団地として地域の活性化を図っている。

（２） 本校の概要

昭和３８年度に，京都府立石
い

原
さ

高等学校とし

て開校し，設置学科は機械工学科，原動機工

学科，電気工学科，電子工学科の４学科であ

ったが，昭和５１年度に，設置学科の名称を機

械科，原動機科，電気科，電子科に変更した。

平成２年度に，京都府立工業高等学校に校名

変更を行うとともに，機械プランニング科，

生産システム科，電気エネルギー科，電子コ

ミュニケーション科，情報システム科の５学

科に改編し，現在に至っている。

［校訓］ 信義・創造・実践

教育目標

（１） 個性の伸長と能力の開発につとめ，豊

かな人間性を培い，国家及び社会の有為な

形成者として必要な教養を身に付けた人間

を育成する。

（２） 高度技術化社会に対応できる知識と技

術を備え，豊かな創造力のある実践的な技

術者を育成する。

（３） 国際化時代に対応できる豊かな国際感

覚を身に付けた人間を育成する。

学級数及び生徒数（全学年 １５学級 ５９３

名，平成１２年５月１日現在）

２５

ものづくり学習振興支援推進の取り組みについて
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（１） 研究において特に重点を置いたところ

福知山市の長田野工業団地（昭和４９年操業

開始，面積４００ha，企業数４４社）と綾部市の

綾部工業団地（平成３年操業開始，面積１３６

ha，企業数２０社）の二つの大きな工業団地を

中心に「ものづくり」に関わる人材が豊富に

あり，その供給も期待できる。本校の工業教

育の充実・発展をねらい，地域産業界や小・

中学校と連携し，「ものづくり学習」を通じ

て，地域の人材育成に貢献できる京都府立高

等学校の在り方を考える。

（２） 事業の年間計画

a「ものづくり学習指導者」のデータベー

スの構築について，福知山・綾部両市

の商工会議所，長田野・綾部両工業団

地等の協力を得て，「ものづくり」に関

わる技能者・技術者のデータベースを

構築する。

bドリームテクノピアにおいて，地域の小

学生を対象に「親子ものづくり教室」

を実施して，「ものづくり学習」の成果

を紹介する。

cその他，ものづくり学習振興に関わる事

業について

ア. インターネットを利用して，技能者・

技術者のデータベース及び「ものづく

り」に関わる技能・技術の提供を行う。

イ. 地域の産業界や小・中学校にさまざま

な機会を通じて「ものづくり学習」の

成果を地域の人々に紹介する。

d「ものづくり学習指導者」のための研修

会の開催について。工業高校において

技能者・技術者に対しての研修会を開

催し，技能者・技術者を「社会人講師」

としての活用を図る。

３. ものづくり学習振興支援推進について

a 「ものづくり学習振興協議会」の構成

元府立学校長，福知山市・綾部市の商

工会議所，工業団地センター，地方振

興局，市役所及び中丹教育局，本校PTA

会長，教育庁指導部，本校校長の計１３名

で構成

（２） 活動内容

第１回ものづくり学習振興協議会

研究計画の概要について

第２回ものづくり学習振興協議会

研究事業の報告

（１） 推進会議の状況

a 「ものづくり学習振興推進会議」の構成

福知山市・綾部市の商工会議所，工業

団地センター，市役所及び工業高校５

名の計１１名で構成

b 活動内容

第１回ものづくり学習推進会議

研究計画の概要について

データーベースの内容について

依頼企業について

（２） 校内推進会議の状況

a 構　　成

地域連携推進部２名，１・２年学年部長，

１・２年学年部各１名，学科部長代表，

工業５学科より各１名，計１２名及び管理

５. 振興地域における活動の内容

４.ものづくり学習振興協議会の組織

２６

（１） 構成について

京都府教育委員会

ものづくり学習振興協議会

ものづくり学習推進会議
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職で構成

b 活動状況

ア.校内地域連携推進会議

平成１２年５月３０日から平成１４年１月２９

日まで１１回，校内地域連携推進会議を次

の内容で行った。第１回目，ものづく

り学習振興支援事業の概要について報

告。第２回目，ものづくり学習振興支

援事業の内容について検討。第３回目，

データーベースの内容について検討。

第４回目，データーベースの依頼内容

について検討。第５回目，データーベ

ースの依頼先について，第６回目，デ

ーターベースの依頼の現状報告，第７

回目，ドリームテクノピアの「ものづ

くり工作教室」について，第８回目，

データーベースの依頼及び回答の現状

報告。第９回目，データーベース構成

ついて検討。第１０回目，データーベース

の情報提供について，第１１回目，ものづ

くり学習振興支援事業のまとめ内容検

討。

イ.「ものづくり学習指導者」のデータ

ベースの構築について，次の内容で

検討をした。

データベースの様式等具体案の検討，

推進会議の協力を得て，「ものづくり」

に関わる技能者・技術者の人選，推進

会議の協力を得て，「ものづくり」に関

わる技能者・技術者本人へのデータベ

ースに関わる原稿依頼，８０社及び６人の

方に「ものづくり」に関わる技能者・

技術者に登録依頼をする。２９人の方に

「ものづくり学習指導者」のデータベー

スへの掲載を承諾していただき，原稿

を依頼する。

「明日に技術を伝えるデータベース」の

完成（２９人）

（３）「明日に技術を伝えるデータベース」

の活用について

「ものづくり学習指導者」による授業

・６月１１日（月）

この地域では唯一になった鍛冶屋の鍛冶重

の神田八束氏に，機械プランニング科２年生

の機械実習の時間に来ていただき，鍛造技術

（鎌のできるまで）の奥義を見学した。

・６月２７日（水），７月４日（水），

７月１１日（水），９月５日（水）

田島宗太郎氏に電気エネルギー科１年生の

工業基礎の時間に来ていただき，溶接技術の

披露や，溶接現場での安全作業など，１０人ず

つの生徒が代わる代わる４回指導を受けた。

・７月１６日（月）

スタジオ・トトノの小池靖氏によりガラス

工芸の楽しさについて，専用道具やスライド

を用いて説明を受けた。

（４） その他，ものづくり学習振興に関わ

る事業について

２７

実習風景１

実習風景２



ドリームテクノピア（通学校区内の小学生

及び父兄を対象にした行事）で，全国高校生

ロボット競技会に参加したロボット実演，イ

ライラ棒，ホバークラフト，列車模型等生徒

作品やミニ４駆，ＰＴＡの売店コーナ，イン

ターネット体験コーナ等があり，小学生が１

日楽しく工業高校を体験してもらう行事に

「親子ものづくり教室」を開催し，ものづく

りの楽しさを地域の人々に紹介した。

平成１３年度は３月２１日（祝日）に行い，親

子ものづくり教室はチャレンジゴマ工作教

室，おもしろ貯金箱工作教室，ソラエモン工

作教室，キーホルダ工作教室，マウスパット

工作教室を開催した。

（１）「ものづくり学習指導者」のデータベ

ースの構築

隣接する長田野・綾部両工業センターをは

６. 研究の成果

じめ，多くの企業関係者に依頼し，優れた技

能・技術を有する人材バンク集であるデータ

ベース冊子「明日に技術を伝える」を編集す

ることができた。企業秘密や個人情報の保護

条例などの制約がある中，２９名の方に登録し

ていただくことができたのは，地域の企業の

方々の工業教育に対する深いご理解と地元の

府立工業高校生を支援していこうとする熱い

思いによるものと感謝している。

（２） データベースを活用した社会人講師

の招聘

「ものづくり学習指導者」のデータベース

を生かし，高度な技能・技術をお持ちの方３

名を社会人講師としてお招きし，授業の中で，

実演を交え，手を取りながら技術の伝達指導

を受けた。今後も技能・技術を継承・発展さ

せる生徒を育成するため，この「データベー

ス」を生かしていきたいと考えている。

（３）「ものづくり工作教室」事業の継承・

発展

地域の小学生に学校を公開する行事「ドリ

ームテクノピア」（約１,５００人来校）において

「親子ものづくり教室」を開催し，ものづく

りの楽しさを地域の人々や子どもたちに紹介

し，経験していただく機会を設定した。今後

もこの経験を生かし，工業高校生がものづく

りの楽しさなど伝える行事等を，地域や小学

校に出向いて開催できる基盤ができた。

２８

工作教室及びイベント風景ドリテク風景

工作教室風景


